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第
八
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
非
常
災
害
対
策
）

第
八
十
二
条
の
二

指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

事
業
者
は
、
非
常
災
害
に
関
す
る
具
体
的
計
画
を
立

て
、
非
常
災
害
時
の
関
係
機
関
へ
の
通
報
及
び
連
携

体
制
を
整
備
し
、
そ
れ
ら
を
定
期
的
に
従
業
者
に
周

知
す
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に
避
難
、
救
出
そ
の
他

必
要
な
訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
前

項
に
規
定
す
る
訓
練
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
地
域
住

民
の
参
加
が
得
ら
れ
る
よ
う
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
八
十
八
条
中
「
、
第
五
十
七
条
」
を
削
る
。

第
百
八
条
中
「
、
第
五
十
七
条
」
を
削
り
、「
、
第
八

十
条
、」の
下
に
「
第
八
十
二
条
の
二
、」を
加
え
、「「
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介

護
従
業
者
」
と
」
の
下
に「
、
第
八
十
二
条
の
二
中「
指

定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
」
と
あ
る
の
は

「
指
定
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
」
と
」

を
加
え
る
。

（
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支

援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
二
条

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労

働
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

五
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
非
常
災
害
対
策
）

第
五
十
八
条
の
二

指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
者
は
、
非
常
災
害
に
関
す
る
具
体
的

計
画
を
立
て
、
非
常
災
害
時
の
関
係
機
関
へ
の
通
報

及
び
連
携
体
制
を
整
備
し
、
そ
れ
ら
を
定
期
的
に
従

業
者
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に
避
難
、
救

出
そ
の
他
必
要
な
訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

者
は
、前
項
に
規
定
す
る
訓
練
の
実
施
に
当
た
っ
て
、

地
域
住
民
の
参
加
が
得
ら
れ
る
よ
う
連
携
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
四
条
中
「
第
三
十
条
」
を
「
第
三
十
一
条
」

に
改
め
る
。

第
八
十
五
条
中
「
、
第
三
十
条
」
を
「
、
第
三
十
一

条
」
に
改
め
、「
、
第
五
十
六
条
」
の
下
に
「
、
第
五
十

八
条
の
二
」
を
加
え
、「「
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
従
業
者
」と
」

の
下
に
「
、
第
五
十
八
条
の
二
中
「
指
定
介
護
予
防
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
指

定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
者
」

と
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
十
五
条
の
見
出
し
中
「
国
際
対
策
室
及
び
」を
削
り
、

「
並
び
に
」
の
下
に
「
フ
ロ
ン
等
対
策
官
及
び
」を
加
え
、

同
条
第
一
項
中
「
国
際
対
策
室
及
び
」を
削
り
、「
並
び
に
」

の
下
に
「
フ
ロ
ン
等
対
策
官
及
び
」
を
加
え
、「
調
整
官
」

の
下
に
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、

同
条
第
三
項
第
二
号
中「（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
七
号
）」

を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、同
条
第
四
項
中「
国

際
対
策
室
及
び
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、

同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

フ
ロ
ン
等
対
策
官
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ

ど
る
。

一

環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
の
抑
制
に
関
す
る
基
準
等
の
策
定
及
び
規
制
等
に

関
す
る
こ
と（
ハ
イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
、パ
ー

フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
及
び
六
ふ
っ
化
硫
黄
に
係
る
も

の
に
限
る
。）。

二

環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
の
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
に

関
す
る
基
準
等
の
策
定
及
び
規
制
等
に
関
す
る
こ

と
。

第
十
五
条
を
第
十
四
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条

を
加
え
る
。

（
国
際
地
球
温
暖
化
対
策
室
）

第
十
五
条

国
際
連
携
課
に
、
国
際
地
球
温
暖
化
対
策
室

を
置
く
。

２

国
際
地
球
温
暖
化
対
策
室
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止

に
関
す
る
国
際
協
力
、
国
際
機
関
及
び
国
際
会
議
並
び

に
海
外
と
の
連
絡
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

３

国
際
地
球
温
暖
化
対
策
室
に
、
室
長
を
置
く
。

第
十
八
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
閉
鎖
性
海

域
対
策
室
」
の
下
に
「
及
び
海
洋
環
境
室
」
を
加
え
、
同

条
第
二
項
第
四
号
中
「
及
び
地
球
環
境
局
」
を
削
り
、「
も

の
並
び
に
」
を
「
も
の
及
び
」
に
、「
令
第
六
条
第
十
三
号

事
務
」
を
「
令
第
六
条
第
十
五
号
事
務
」
に
改
め
、
同
条

第
三
項
中
「
閉
鎖
性
海
域
対
策
室
」
の
下
に
「
及
び
海
洋

環
境
室
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第

二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

海
洋
環
境
室
は
、
環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
の
海
洋

汚
染
の
防
止
に
関
す
る
基
準
等
の
策
定
及
び
規
制
等
に

関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
中
「
令
第
六
条
第
十
三
号
事

務
」
を
「
令
第
六
条
第
十
五
号
事
務
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
環
境
省
令
第
十
九
号

環
境
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
及
び

環
境
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
六
号
）

を
実
施
す
る
た
め
、
環
境
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

環
境
大
臣

松
本

È

環
境
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

環
境
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
環
境
省
令
第
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
二
項
第
四
号
中「
第
十
三
条
第
二
項
第
三
号
」

を
「
第
十
三
条
第
三
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
研
究
調
査

室
及
び
」
を
「
低
炭
素
社
会
推
進
室
及
び
研
究
調
査
室
並

び
に
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同

条
第
三
項
中
「
研
究
調
査
室
」
を
「
低
炭
素
社
会
推
進
室

及
び
研
究
調
査
室
」
に
改
め
、同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、

同
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

２

低
炭
素
社
会
推
進
室
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か

さ
ど
る
。

一

地
球
温
暖
化
（
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
地
球
温
暖
化
を
い
う
。
次
号
及
び

第
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
防
止
に
関
す

る
基
本
的
な
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
推
進
に

関
す
る
こ
と
。

二

地
球
温
暖
化
の
防
止
に
関
す
る
関
係
行
政
機
関
の

事
務
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

三

我
が
国
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
（
大
気
を
構
成

す
る
気
体
で
あ
っ
て
、
地
表
か
ら
の
赤
外
線
を
吸
収

し
、
及
び
こ
れ
を
放
射
す
る
性
質
を
有
す
る
も
の
を

い
う
。
次
条
第
四
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
排

出
量
及
び
吸
収
量
の
算
定
及
び
公
表
に
関
す
る
こ

と
。

第
十
四
条
を
削
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
五
十
二
号

政
党
助
成
法
（
平
成
六
年
法
律
第
五
号
）
第
三
十
三
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
政
党
交
付
金
の
返
還
を
命
じ
た

の
で
、
そ
の
旨
、
政
党
の
名
称
及
び
返
還
す
べ
き
政
党
交
付
金
の
額
を
同
法
第
三
十
三
条
第
七
項
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

政
党
交
付
金
の
返
還
命
令

政
党
の
名
称

公
明
党

政
党
交
付
金
の
返
還
命
令
額

1¶
4
9
3¶
5
2
6円

（
理
由
）
政
党
助
成
法
第
3
3条
第
２
項
第
２
号
に
規
定
す
る
残
余
が
あ
る
た
め
。

〇
中
央
選
挙
管
理
会
告
示
第
二
十
三
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
一
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十

一
年
八
月
三
十
日
執
行
の
衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
北
海
道
選
挙
区
に
お
け
る
衆
議
院
名
簿
届
出
政
党
等
に
係

る
欠
員
に
よ
る
繰
上
補
充
に
よ
る
当
選
人
の
住
所
及
び
氏
名
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

中
央
選
挙
管
理
会
委
員
長

伊
藤

忠
治

衆
議
院
名
簿
届
出
政
党
等
の
名
称

当

選

人

の

住

所

当
選
人
の
氏
名

新
党
大
地

北
海
道
釧
路
市
山
花
一
三
線
一
二
五
番
地

浅
野

貴
博

›
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